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コウルリッジにおけるシラーの影響一(1)－
高山信雄
1．序
従来，コウルリヅジの文学的思想の形成に，シラーの影響はとかく見落されが
ちであった。それというのも，哲学思想におけるシェリソグからの借用やシニイ
クスピア批評におけるシュレーゲルの思想との類似問題などが大きく取りあげら
れていたので，どちらかというと，シラーとの関係は過少評価されていたことに
よる。しかし，コウルリッジの詩や演劇に及ぼしたシラーの影響は非常に大きな
ものがある。それどころか，むしろ従来考えられてきたのとは逆に，コウルリッ
ジの文学的思考の確立は，シラーを経てはじめて可能となったとさえ思われる。
コウルリッジは，1790年代，つまりその青年時代にシラーの影響を大きく受け
た。彼はドイツ文学界の巨峰と仰がれるゲーテとシラーの二者のうち，ゲーテに
は尊敬の念を抱くけれども親しみを持てなかった。しかし，シラーの作品は貧る
ように読んだ。シラーには，それだけ共感を覚えるものや魅力を感じるものがあ
ごソテメソタリフシユ
ったのであろう。シラー自身の分類に従えば，このiilij者は，共}こ「情感的」な詩
人であって，事物の観照の方法に共通点があったのである。
コウルリッジは，シラーを知ったことが契機となってドイツへ渡り，そこで折
から興隆しつつあったドイツ観念論の哲学体系や斬新な文学などに触れ，それを
イギリスに帰国してから紹介した。これは，イギリスの思想界・文学界にとって
非常に有意義な出来事であった。
シラーがその作品を通してコウルリッジに与えた影響は，大別して次の三点に
要約できる。その第一は，詩作への影響である。イギリスではそれまで一部の詩
人には用いられていても一般にはあまり知られていなかったような韻律形式を，
コウルリヅジはシラーの詩に見出し，これに理論的根拠を樹立して，英詩のうち
に不動の地位を与え，またそれを自らの詩作の強力な手段とした。
－３５－ 
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第二は，劇作に関する影響である。コウルリッジは『群盗』（ＤｉｅＲ“6Ｂｒ）を
読盈，『ヴァレンシュタイン』（11'tJ此FZE/ei"）を翻訳したが，自分でも『悔恨』
（Re"lorJe）や『ザポーリア』（ZapobMJ）などの詩劇を書いた。その演劇理論や
劇作手法にもシラーの大きな影響が見られる。
第三は，詩論や批評論における影響である。コウルリッジは，シラーの『人間
の美的教育に関する醤簡」（Brie/er6erdie`幻haiscAeErZje〃""WbsMe"scAe"）
や『素朴文学と情感文学について』（Ｕ６ｅｒ〃ﾛﾙｅ〃"姉e"ﾉﾉ,"e"ｍﾉiFcAeDjcﾊﾉ""g）
などの美学論文を読んだと思われるが，その影響が『Mi忘録』（Ⅳore6ooks)に散
見するし，『文学評伝』（BibgmpAjnLirerqrm）にも明白}こ窺える。
そこで本稿では，コウルリッジがどのようにしてシラーを知り，どんな作品を
読んで，それをどのように評(lIiしたかを調べるとともに，その技法や見解を自己
の作品にどのように取り入れたかを吟味しようと思う。
2．『群盗』（DjeRtiLler）との出会い
コウルリヅジは，『群盗』によってシラーを知ったといえる。
ある秋の夜，大学の友人の部屋で夕食を済まして立ち去るときに，その友人の
ところにあった『群盗』と題するドイツ演劇の英訳本を，さして考えずに手にし
た。彼はそれまでこの本のこともその著者の名もllilいたことがなかった。これを
借りて帰って読糸はじめたコウルリヅジは，思わず息を飲んだ。彼はその時の激
しい印象を，友人の一人，サウジーに宛てた手紙の中でこう述べている。
,Ｔｉｓｐａｓｔｏｎｅｏ，ｃｌｏｃｋｉｎｔｈｅｍｏｒｎｉｎｇ－Ｉｓａｔｅｄｏｗｎａｔｔｗｅｌｖｅｏ，clock 
toreadthe‘Robbers,ofSchiller-Ihadreadchillandtreｍｂｌｉｎｇｕｎｔｉｌｌ 
ｃａｍｅｔｏｔｈｅｐａｒｔｗｈｅＴｅMoornresapistolovcrtheRobberswhoare 
asleep-Icouldreadnomore-MyGod1Southey1WhoisthisSchiller？ 
ThisConvulserofthcHeart？Ｄｉｄｈｅｗritehisnagedyamidtheyelling 
ofFiends?－ＩｓｈｏｕｌｄｎｏｔｌｉｋｅｔｏｂｅａｂｌｅｔｏｄｅｓｃｒｉbesuchCharacters-I 
tremblelikeanAspenLeaf-UponmySoul，Ｉｗｒｉｔｅｔｏｙｏｕｂｅｃａｕｓｅｌａｍ 
ｆ｢ightened-1hadbettergotoBed・WhyhaveweevercalledMilton
subliｍｅ？ThatCountdeMoor-horribleWielderofheart-withering 
Virtues-1Satanissca｢celyqualijiedtoattendhisExecutionasGallows 
Chaplain-
－３６－ 
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（もう午前１時過ぎです－僕は12時からシラーの『群盗』を読んでいま
す。モールが眠っている擬賊たちに合図のピストルを撃つところまで，棲槍の
あまり身震いしながら読んできました。でも，もうこれ以上は読めません。あ
あ.ノサウジー君ノシラーとは一体どんな人なのでしょうか？こんなにも
人の心を揺り動かす人物とは？シラーはこの劇を敵の戚声の真只中で課いた
のでしょうか－僕にはとてもこのような人物は描けません－僕のからだ
は，ポプラの葉のように震えています。……僕は恐ろしくなって，君に手紙を
書いているのです……）！）
この文面から考えても，コウルリッジが如何に『群盗』に感動したかがわか
る。これは，1794年11月３日，コウルリッジ22歳のことであった。当時シラーは
37歳の円熟期にあって，すでに歴史や美学の論文も書き，ゲーテの紹介でイエナ
大学で教鞭を取っていた。したがって，このときコウルリヅジは，シラー文学の
入口を垣間見たにすぎなかったのである。
この感激は，それから２年後にl{:|版された『ソネット選集』（SejecljO〃C/
SO""ers）に「『詳盗』の作者に寄せて」（`TotheAuthorofnheRo66eJF，）とい
うソネットとして表現された。
ScHILLER1thathourlwouldhavewish，ｄｔｏｄｉｅ， 
IfthrdthcshudderingmidnightIhaｄｓｅｎｔ 
ＦｒｏｍｔｈｅｄａｒｋｄｕｎｇｅｏｎｏｆｔｈｅＴｏwertime-rcnt 
Thatfearfulvoice，afamish'ｄFather，ｓｃｒｙ－ 
Ｌｅｓｔｉｎｓｏｍｅａｆｔｅｒｍｏｍｅｎｔａｕｇｈｔｍｏｒｅｍｅａｎ 
Ｍｉｇｈｔｓｔａｍｐｍｅｍｏｒｔａｌ１Ａtriumphantshout 
BlackHorrorsCream，｡，ａｎｄａｌｌｈｅｒｇｏｂ"〃ｒｏut
Diminish，dshrunkfromthemorewitberingscene1 
Ah1Bardtremendousinsublimity1 
Couldlbeholdtheeinthyloftiermood 
Wanderingatevewithfinely-frenziedeye 
Beneathsomevastoldtempest-swingingwood1 
Awhilewithmuteawegazinglwouldbrood： 
ThenweepaloLldinawildecstasy1 
（シラ_よ.'もし私がぞっとするような真夜中に
飢えた父親の恐怖に満ちた叫び声の響く
-３７－ 
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あの古びた塔の暗い牢獄から見送られるならば，
そのときにはきっと，死にたいと思うだろう。
この本を読んでから後には，人間的な感鈍を
これほど強烈に受けたものはない.，
ゴプワソ
「暗黒の恐wiT」が､りぶ勝利の歓声も，その「悪鬼」の群れも
一層凄まじい光景に掻き消される，
ああ′荘厳な中にも棲槍な詩人よ，
広大で年経た，嵐に揺れ動く森林の下，
美しい熱,情のまなざしで夕藤れをさ迷うあなたに
高潔な雰囲気を感じつつ見つめるであろう／
そしてしばらくは静かに，畏敬のまなこをもって黙想しよう
それから，荒☆しい洸惚のうちに号泣しよう）２，
コウルリッジは『ソネット選集』に''１１（せたこの詩の註に，こう記している。
AWintermidnight-thewindhigh-andwrheRobbers，，ｆＯｒｔｈｅｆｉｒ目t
time1-IhereadersofSchillcrwillconceivewhatlfelt・Schillerintroduces
llosupernaturalbcings；ycthishumanbeingsagitateandastonishmore 
thanallthego6"〃rout-evenofShakespeare.，
（風音の激しい冬〔とコウルリッジは書いている〕の真夜中に，『群盗』を
はじめて読んだ′シラーの読者は，柔な私の感じたのと同じことを感じたこ
とだろう。シラーは超自然的な存在を導入してはいないが，シラーの描く人々
は，悪鬼の群れ－たとえシェイクスピアの描く悪鬼であっても－よりずっ
と興恋をもたらし，心を掻き乱す）町
こうして『群盗』は，しっかりと青年コウルリッジの心を捉えた。彼の目の前
には新しい.世界が開かれていた。そして，これが機縁となって，コウルリヅジは
ドイツの演劇や文学に注目することになったのである。
コウルリッジが読んだ『群盗』は，シラーが18歳から書きはじめて，２１歳で完
成し，1781年に自費出版したものである。それはシュトルム･ウント・ドランク時
代を代表する，反抗と激情と個人の外的な自由を求めた作品である。だが，円熟
したシラーはすでに反省と沈思の時期を経て，今や古典期の力作を譜いていた。
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しかしながら，このときに若きコウルリッジに及ぼした『群盗』の影響は計り知
れないものがあった。
コウルリッジは，早速，ドイツ語を勉強し出した。シラーの作品を読むためと
言ってよい。この語学の天才は，積極的な努力により間もなくドイツ語を６のに
した。
彼は1796年５月５日付けの，トーマス．ブール宛ての手紙の中で，将来の計画
に触れ，
IamstudyingOcrman，＆ｉｎａｂｏｕｔｓｉｘｗｅｅｋｓｓｈａｌｌｂｅａｂｌｅｔｏｒead 
thatlanguagewithtolcrableHuency・Ｎｏｗｌｈａｖｅｓｏｍｅｔｈｏｕｇｈｔｓｏｆｍａｋｉｎｇ
ａｐroposaltoRobinson，thcgreatLondonBookseller，oftranslatingauthe 
worksofSchiIlcr,．．． 
（私はドイツ語を学んでいます。ほぼ６週間以内に，かなり読めるようにな
るでしょう。ところで，ロンドンのロピンソン社という大きな書店に，シラー
の全作品の翻訳を申し出ようと思います……）４１
と述べている。彼はこの印税をあてにして，妻と２人でドイツへ渡り，シラーの
いるイエナ大学へ行って勉強をしたいと考えた。‘）
1798年９月，コウルリッジはワーズワース兄妹と一緒に|疏れのドイツへ渡っ
た。ハンブルクに上陸してから，クロップシュトックに会った。しかし，クロヅ
プシュトックがゲーテを尊敬する余り，シラーを疎んじていることにコウルリッ
ジは憤りを感じたようであった。その後間もなく，コウルリッジはワーズワース
兄妹と別れてラッツェプルクで数カ月過ごし，翌年２月にイエナには行かずにゲ
ヅチンゲンに行き，そこの大学で学ぶことになった。この年，シラーはワイマー
ルに移ったのである。ワーズワースがゴスラルで詩作に没頭している間に，コウ
ルリッジは図書館で調べ，多くのドイツ人と語り，文学を学び，さらに生理学や
神学まで学んだ。翌年７月に帰国するまでには，相当大きな収獲を得ていた。そ
して，ドイツ語で書かれた多数の本を持ち１１１１)った。こうしてコウルリヅジがドイ
ツから得たものは，彼自身にとって，麺的なものもさることながら，質的な意味
において大きなものがあった。
コウルリッジは，このほかシラーの作１W,を沢山読んだことが知られている。劇
作家であり国会議員であったＲＥ・シェリンダンに宛てた1797年２月６日付の手
－３９－ 
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紙では
．．、andtheimpressionfromSchiller，ｓ‘Fiesco，isweakcomparedto
thatproducedbyｈｉｓ‘Robbers.，Therearehowevergreatadvantagesmthe 
otherscale・TheSpectatorscomewithapreparedlnteresL-
（シラーの『フイエスコ』を読んだ印象は，『群盗」がもたらす印象より弱
いけれど，ほかの面で大きな特長があります)0）
と述べている。また，同年６月８日にブリストルの出版社のＴ・スコットルに宛
てた書簡には，ワーズワースの詩劇と「群盗』を比較してこう書かれている。
￣rhereareinthepiecethosepro/α"Jutouchesofthehumanheart， 
ｗｈｉｃｈｌｆｉｎｄｔｈｒｅｅｏｒｆｏｕｒｔｉｍｅｓｉｎ‘TheRobbers，ofSchiller，＆oftenin 
Shakespeare-
（……この作品〔｢辺境民」（`TheBorders，)〕には，人間の精神に深く触れ
るものがあります。でも，そうしたしのは『群盗』には遙かに多く見られる
し，シェイクスピアの作侃,の中にも，時折窺がえるものです）７）
コウルリヅジは，これらの本をいずれも英訳本で読んだと思われるが，沢山の
原詩も読んで備忘録に霞き留めている。「大地の分割」（`DicTeilungdcrErde，)，
｢信仰の言葉」（`DieWortedesGlaubens,)，「孔子の格言」（`SprachedesKon‐
fuzius，）などのほか，多くの詩を好んで参考にした跡がある。
3．詩の韻律
ドイツではシラーに会えなかったけれど，帰国したコウルリッジはシラーの作
品を次々と読んだ。
コウルリッジの孫にあたるアーネスト．Ｈ・コウルリヅジ編になる『詩集』
（Z111eCompjerePoe'jcaノリリ'0FASO/SamJueImyﾉｏ７Ｃｏ！e7jﾋﾉ２℃）には，シラーの
訳詩が三つ載っている。また，コウルリッジがシラーの詩の韻律に大きな関心を
持っていたことは，『備忘録』の記録の中にも散見する。
－４０－ 
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コウルリッジは帰国後，精力的に詩作を続けたが，そうした詩のうちにはシ
ラーの『詩集』（G“たA/e）の中の詩の翻訳もある。「ホメロス調の６歩格」（`The
HOmericHexameter1）はシラーの「叙事的な６歩格」（`DerepischeHexameter，）
の，「オヴィディウス風の哀歌体韻律」（`TheOridianEIegiacMctre,）は「２行
詩」（`DasDistichon，）と題するものの訳詩である。これらの詩は，1799年ごろ
の作と推定されている。後者は，
INthehexametcrrisesthefountam,ssilverycolumn； 
Inthcpentameterayefallinginmelodyback． 
(６歩格では，噴水の銀色の水柱が立つが
５歩格では，メロディーが舞い降りてくる)''１
という２行の詩である。６歩格のような長い詩句に関心があったものと思われ
る。そうして，コウルリッジは従来の弱強格を基調とする詩作に，韻律の長短の
組合わせによる新しい方法を取り入れることを検討した。同じくこの『詩集』に
あるシラーの「ディティラムベ（バッカスの別名)」（Dithyrambe,）という詩に
は，韻律上の新しさがある。
Ｎｉｍｍｅｒ，dasglaubtmir， 
ErscheinendieGijtter， 
Nimmerallein 
KaumdassichBacchus，denLustigen，habe， 
ＫｏｍｍｔａｕｃｈｓｃｈｏｎＡｍｏｒ，derliichelndeKnabe， 
Ph6bus，derHerrliche，findctsicheinl 
Sicnahen，siekommen-
DieHimmlischenalle， 
MitG6tterncrfUlltsich 
DicirdischcHallc． 
(私は信じるのだが，ほかのものは
神だが出現されたのを
誰ひとりとして気づかない。
陽気な神バッカスの姿を認めるや
微笑みを浮かべる少年アモールと
－４１ 
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堂Arとした神，ヘーブスも姿を見せる′
神倉はこちらへと近づき給う一
天上の神点すべて来たりて
地上の大広間は
神点で満ちあふれる）９）
この詩で第１行は強弱弱の，第２行は弱強弱の，第３行は強弱・弱強の歩格で
あり，次の３行は強弱弱の４歩格が基調となっている。そして次の３行は弱強弱
の３歩格で構成されている。コウルリッジは1799年にこの詩を，「神々の訪れ
－シラの模倣一」（`TheVisitoftheGods-ImitatedfromSchiller-，）
と題して一連を９行に作り変えている。10）
Never，bclicvema 
AppcartheImmortals， 
Neveralone： 
ScarcehadIwelcomedtheSorrow-beguiler， 
Ｂａｃｃｈｕｓ１ｂｕｔｉｎｃａｍｅＢｏｙＣｕｐｉｄｔｈｅＳmiler； 
Lo1PhoebustheGloriousdescendsfromhisthronc1 
Thcyadvance，thcyiloatin，theOlympiansall1 
WithDivinitiesliUsmy 
Tbrrestrialhall！ 
ここには，コウルリッジがシラーの詩の韻律を最大限に模倣しようとした努力
の跡が見られる。こうすることが，英詩の新しい分野を開拓することにつながっ
た。「狂える修道士｣(`TheMadMonk，)，「喪心の賦」（`Dejection:ＡｎＯｄｃ，）「軽
卒な魔術師」（`TheRashConjurcr,）「ネ・プルス・ウルトラ」（`NeP1usU1tra，）
などの詩に，こうした変化の多い詩形が見られるのは，シラーの影響であると考
えることができる。
さらに，コウルリッジは，韻律上の別の新形式の一つを「クリスタベル」にお
いて採用しているが，これはシラーを含む古典派詩人が，すでに用いていたもの
である。この詩の第一部は1798年に作られたのであるから，1800年以降のシラー
文学への接近を考えれば，そこにシラーの影響が無視できなくなる。コウルリッ
ジはシラーの古典的な格調の高い詩を知るに及んで，第二部の詩作をし，自信を
－４２－ 
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持って「クリスタベル」を世に問う±のであろう。
'1－’－－－－－ノ ーー－－ノー／
､ＴｉｓｔｈｃｍｉｄｄｌｅｏｆｎｉｇｈＩｂｙｔｈｅｃａｓＵｃｃlock， 
_－－’ －－－－／・―― ￣’～〆ゲタ
Ａｎｄｔｈｃｏｗｌｓｈａｖｃａｗａｋｅｎｃｄｔｈｅｃｒｏｗｌngcock； 
ﾉハノへ〆へ’へ
Ｔｕ－ｗｈｉｔ１－－－Ｔｕ－ｗｈｏｏ１ 
－辞､－－／ ～＝グー／
Andhark，ａｇａｉｎ１ｔｈｃｃｒｏｗ】ngcock，
’,､ﾉｰｼ～－グハ／
ＨｏｗｄｒｏｗｓｉＩｙｉｔｃｒｅｗ． 
(城の鐘が鳴り真夜中を告げ
染は時告げる鶏を目覚ます
トゥーホッートゥーホー
また聞け鶏の鳴く声を
如何にも眠たげに鳴く声を）’1）
このように「クリスタベル」は］内容的にゆっくり読まれなければならないと
ころには音節の数は少なく，強勢だけでリズムを保っている。この詩が，韻律上
不規則だという非難を避けるために，コウルリッジはその序文で予めこう述べて
いる。
ＩｈａｖｅｏｎｌｙｔｏａｄｄｔｈａｔｔｈｅｍｅｔｒｅｏｆＣｈristabclisnot，properlyspeak‐ 
ing，irregular，ｔｈｏｕｇｈｉｔｍａｙｓｅｃｍｓｏｆｒｏｍｉｔｓｂｅｉｎｇｆoundedonanew 
principlc：namely,ｔｈａｔofcountingineachlinetheaccents,notthesyllables、
Thoughthelattermayvaryfromsevcｎｔｏｔｗｅｌｖｅ，ｙｅｔｉｎｅａｃｈｌｉｎｅｔｈｅａｃｃｅｎｔｓ 
ｗｉｌｌｂｃｆCuｎｄｔｏｂｅｏｎｌｙｆｏｕｒ・Nevertheless，thisoccasionalvariationin
numberofsyllablesisnotmtroducedwantonly，orforthemereendsof 
convcnicnce、butincorrcspondcncewithsometransitioninthcnatureof
theimagcryorpassion． 
（｢クリスタベル」の韻律は，正しく言えば不規則ではなくて，新しい原理
に鑓づいていることが不規則に思われるにすぎないのだ，ということを付け加
えたい。つまり各詩行は，強勢の数で数えるのであって音節の数によらない。
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各詩行の音節は７から12までと多様だが，強勢はいずれも４つである。なお，
音節数が詩行によって異なるのは，気まぐれによるものでも韻律が都合よく終
るためのものでもなく，心象や感情の性質上の変化に対応するものである)12）
コウルリッジ自身は，詩の韻律に関する新しい大きな発見をしたように考えた
らしい。実のところこのような音節数よりも強勢の数で詩形を整えるものは，古
い時代の詩にその源泉がある。すなわち，頭韻を踏んでいる古英語あるいは中期
英語で書かれた詩には，音節の数よりも強勢の方に規則性が保たれているものが
多い。また，バイロン，スコット，プレイク,テニソンなどの幾人かの詩人の作品
にも，こうした形式が取り入れられているものがある。しかし，前者については
脚韻を主体とする近代の英詩とは本質的に異なるし，後者についてはこの当時に
は音節数が重要視されていたのであるから，むしろそれは例外であったし，前記
詩人たちも，それを前面に出して自らの詩形を変えたのではなかった。しかしな
がら，コウルリッジは，自ら新しいと感ずるこの強弱を中心とする詩形を全面的
に採用した「クリスタベル」をもって，18世紀の英詩の伝統に真正面から立ち向
っている。成程，ある意味においては彼の考え出した韻律は新しくないかもしれ
ないが，それを保守的傾向の強い，しかも長短や音節数の規則性の美を誇る当時
の伝統と，予想される批難に対して，自己の主張とその成果を披歴したいという
ことはまさに勇気のいることであったし，また，彼の説により強勢説は英詩のう
ちにその立場を確立したという功績も大きく評価されなければならない。
コウルリッジは，シラーのほかに屯幾人かのドイツ詩人の作品を読んでいた。
そして，シラーを中心とするドイツの古典派の詩から韻律に関して自ら新しいと
感ずる法則を学び，それをすでに創作した自己の詩の弁護に利用し，さらにその
後の詩に適用したのである。これを裏付ける事実として，Coleridgeの『倫忘
録』の通し番号2224には，こうした新しい韻律についていろいろ研究している様
子が記録されている｡１３）ここには『詩神の暦』（Ｍ１`“"αZmn"“ん）と『詩集』
に載っている「市民」（`DieBiirgerschaft，)，「理想」（Dieldeale，)，「エレウシ
スの祭典」（`DasEleusischeFest，）の三編の詩の一部が記されていて，その韻
律が調べられている様子が窺える。そのほかにも，さまざまな詩脚の組合わせが
列挙されている。このことが，「クリスタベル」の弁護の重要な根拠となってい
ると思われる。とりわけ「ニレウシスの祭典」については，強弱記号が並記され
ていて，これを参考にした形跡がある。
－４４－ 
Hosei University Repository
一一｜’－－１′－－１．．－WindctzumKranzcdicgoldencnハhren，
'一一’'一－１，－－１，
F1ecbtctauchblaueZyanenhinein！ '一一’'一｜／_一’'一
FreudcsoI1jedesAugeverkliiren， －１／－－１′－１／ 
DenndicK6niginziehctein， ，_｜／－－１′－．１，－ 
DieBcziihmerinwilde「Sitten，
’－’／一-１．，－－１，ＤｉｅdcnMenschenzumMenschengcsellt 
，一Ｉ'一－１，－：／－
UndinfriedIichefcsteHUtten 
，一一｜／～｜／－－｜，
WandeltedasbewcglichcZClt． 
(黄金色なす穂が花輪となり
青いヤグルマギクがそれにからまり
喜びに人食の|随は輝く′
それというのも女王が現われて
この野性的な様子の馴養者が
次々と人々を仲間に誘い
そして平和な祭典の天幕小屋の群の中で
揺れ動く天幕をさ迷い歩くからだ）’４）
この詩にはどの詩行にも強弱および強弱弱の詩脚から成る４つの強勢がある。
その一方，音節の数は８から11と多様である。言うまでもなく，これは「クリス
タベル」と同一の手法に拠るものである。この詩が最初『詩神の暦』に「市民の
歌」（`Biirgerlied，）として載せられたのは1800年のことであり，翌年，『詩集」
に「エレウシスの祭典」として載せられた。コウルリッジは1800年に「クリスタ
ベル」を出す前後に，これを読んだと推定される。
このようにして，コウルリッジは，シラーのこれらの詩から，内容よりも技法
ストレス
について多くを得ﾌﾟ《二。とりわけ，音節の長短を強勢で代用することを学んだこと
は重要である。これによって，「クリスタベル」の中で用いた方法の理論的根拠
が確立できたからである。
４．『ヴァレンシュタイン』の翻訳
コウルリッジが，『ヴァレンシュタイン』を翻訳する以前にも，シラーの作品
－４５－ 
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'よ訳されていた。『群盗』もそうであったが，そのほかジョン・ストッダート
（JohnSttodart）という海71；我判所の主任判事であった人が，1796年に『フィエ
スコの反乱』（Ｄ陀咋rsChWdrlJ"g“Ｆ産“。z〃α""α）を，２年後には『ドン・
カルロス』（ＤＣ〃ＣａｒﾉCs）を翻訳している。コウルリッジはこのストッダートと
も交流があったようで，1800年10月には，「クリスタベル」の原稿の写しを与え
ている。
コウルリヅジがドイツにいるときに，シラーは大作「ヴァレンシュタイン』に
取り組んでいた。これは1799年に完成した。
コウルリヅジは，ドイツから帰ると，『ヴァレンシニタイン』の翻訳を始めた。
シラーは30年戦争の歴史を研究してその成果として著わした『30年戦争史』を埜
盤とすることによって，この『ヴァレンシュタイン』という壮大なドラマを書き
上げた。この劇は３部作となっていて，第１部『ヴァレンシニタインの陣営』
で，兵士に当時の混乱した世相と軍団の性格を語らせ，第２部『ビッコロミーニ
父子』でヴァレンシュタインを取巻く将軍や士官の活躍を描き，第３部『ヴァレ
ンシュタインの死』で主人公の運命と行動についての物語を展開する。堂☆とし
た立体的構成をもつ作品である。コウルリッジは，第２部『ピッコロミーニ父
子』から翻訳を始めた。1799年12月に若手し翌年４月20日に完成した。およそ５
カ月で仕｣こげたことになる。
コウルリッジは,この仕J1Pをしている段中にサウジーに手紙を送り，こう記し
ている。
．．、IamtranslatingManuscriptPlaysofSchiller-theyarePocllls，
fulIoflongSpceches-inverypoIish，dBIankVerse-． 
（……僕はシラーの劇の翻訳をやっています。これは詩劇ですが，長い話し
言葉で満ちています－たいへん洗練された無韻詩で書かれています）’５）
コウルリヅジは翻訳しながらシラー滅劇の特色を吸収して，その後の批評や劇
作に大いに役立てた。彼は『ヴァレンシュタイン』を訳したあと，こう述べてい
る。
Thesedramashavctwogrievousfaults：theyareprolixmthepartic-
uIarpartsandslowinthcgeneralmovement・Buttheyhavepassion，
－４６－ 
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distmctanddiversifiedcharacter，andtheyaboundinpassagesofgrcat 
moralandpocticbeauty． 
（この劇には，悲しむべき欠点が二つある。つまり，ある部分における冗長
さと，全体に動きが遅いことである。だが，この劇には情熱が透り，明快であ
って，しかも遜場人物が多様である。そして，非常に道徳的で，詩的な美しさ
にあふれている）’6）
コウルリッジは，こうした欠点はシラーの冥想的な精神にあると考えた。そし
て，登場人物の台詞がその役と合致しないとか，哲学者としての作者が歴史家と
しての作者と一致していないとかの批評をしている。そして，これは減劇的とい
うより心理学的だ，とも述べている｡'7）だがこうした批評の一部には，訳者コウ
ルリッジの思い過ごしもある。彼がこの当時27歳の若さであることを考えれば，
情熱や動きの會早さを重要視して，哲学的冥想を排除したこともうなずける。『ヴ
ァレンシュタイン』が書かれた1799年には，シラーはすでに40歳になっていた。
思想と創作とが深いところで結びついているのが，この時期のシラー演劇の特色
である。皮肉なことに，コウルリッジもこれを契機として次第に哲学へと傾倒し
ていき，自らも詩作よりも哲学的冥想にふけるようになっていく。
コウルリッジは，第１部を訳出せずに省略した経過について韻律上の問題を挙
げて，英語では忠実にこれを表現できないからだといい，また，劇の予備的説明
など不要だと考えたからだ，ともいっている。さらにこの翻訳のむづかしさに触
れ，
InthctranslationlendeavouredtorendermyAuthorliteraIlywherever 
lwasnotprcventcdbyabsolutediHerencesofidiom；ｂｕｔｌａｍｃｏｎｓｃｉｏｕｓ 
ｔｈａｔｉｎｔｗｏｏｒｔｈｒｅeshortpassagesIhavebeenguiltyofdilatingtheoriginal； 
and，fromanxietytogivethefullmeanmg，haveweakenedtheforce，Ｉｎ 
ｔｈｅｍｅｔｒｅｌｈaveavailedmyselfofnootherlibertiesthanthosewhich 
Schillerhadpermittedtohimself，excepttheoccasionalbreaking-upｏｆｔｈｅ 
ｌｉｎｅｂｙｔｈｃｓｕｂｓｔｉｔｕｔｉｏｎｏｆａｔrocheeforaniambus；ofwhichliberty，so 
frequentinourtragedies，Ifindnoinstanceinthesedramas． 
（私はこの翻訳において，用語の絶対的な相違でどうしようもない場合のほ
かは，絶えず原作者のものを文字通りに表現しようとした。しかし，二・三の
－４７－ 
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短かい詩行では原作を拡張したが，それは私の査任である。そこでは意味に執
着するあまり，原作のもつ力強さを弱めてしまった憾糸がある。韻律では，例
外として，時折，強弱格に代わる弱強格の使用で詩行が中断することを除いて
は，シラーが用いた韻律をそのまま用いた。英国の悲劇ではよく見られる自由
韻律は，この劇には見当らない)18）
と述べていて，その中でこの劇の古典的厳格さを認めている。
『ヴァレソシュタイン』の翻訳は，評判がよかった。Ｗ・スコットはこれを絶
賛した。この翻訳によって，コウルリッジはドイツ演劇のよき理解者であり，支
持者であると騒がれたが，彼はこれを否定して，序文にも註にもそんなことは書
かなかったと反論し，ただ一つの演劇を観賞したかっただけだ，と述べている。
しかし，この時期のコウルリヅジのシラーへの関心は最高であって，1800年10月
にダニエル・スチュアートに送った書簡の中で
ＴｏｂｅｋｎｏｗｎｔｏＳｃｈｉｌＩｅｒｗａｓａｔｈｏｕｇｈｔ，thatpassedacrossmybrain ＆vanished-Iwouldnotstir20yardsoｕｔｏｆｍｙｗａｙｔｏＡｌ１ｏｗｈｉｍ・To
seeBonapartelwouIddoubtlessstirmanyascoremiles-； 
（シラーに知られたいという思いが頭に浮かんで消えた－シラーを知るた
めには20ヤードも寄り道はできないが，ポナペルト（ナポレオン）を見るため
なら，多分20マイルも道草をくえるだろう)'9）
と記している。
『ヴァレンシュタイン』の翻訳を称えた『マンスリー・マガジン』誌は
Ｍｒ・ColeridgeisjustlycelebratedforhistransIationsofSchiller，ａｎｄｉｔｉｓｍｕｃｈｔｏｂｅｌａｍｅｎｔｅｄｔｈａｔｈｅｈasnotbeeninducedtofavorthepublic withacompleteversionofthatgreatpoersworks、Thereisnootherwriter
ofthepresentdayqualifiedtoperformthetasｋｈａｌｆｓｏｗｅｌｌ． 
（コウルリッジ氏はシラーの翻訳で賞賛を博したけれど，この偉大な詩人の
全作品を翻訳して大衆を喜ばすことをしなかったのは，たいへん残念なこと
である。現在，ほかの作家ではこれほどうまくシラーの翻訳はできないだろ
う)２０）
－４８－ 
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という記事を載せている。いずれにしろ『ヴァレンシニタイン』の翻訳で，コウ
ルリッジの訳者としての評価は，高まったと見るべきだろう。
5．詩劇『'悔恨』
『ヴァレソシュタイン」の翻訳によって，コウルリッジは多くのものを得た。
コウルリッジはドラマの技法，詩劇の韻律,作者の思想の表現方法，筋の立て方
など，演劇に関する種☆の示唆を，『群溢』と同様にこの劇からも得た。そして，
これを自己の劇作に活用した。
コウルリッジは，１７９７年に作った悲劇『オソリオ』（Osorio）を改作して，『悔
恨』（Remor“）と題した。この劇は1813年１月に上演され，たいへんな好評を博
した。スペインを舞台とするベレス公の息子兄弟の葛藤を描いたものであるが，
その構成といい，話の展開といい，シラーの『群盗』を想わせるものがある。
『悔恨』のドン・アルヴァールは，『群盗』のカールのように簡潔だが，不運な
人物として描かれる。弟オルドニオは好計にたけた人物で，兄の留守中にその恋
人テレサを自分のものにしようと策動する。この人物の性質は『群盗』のフラン
ツに酷似する。テレサはこの兄弟の父親の庇護のもとに，その居城に住み，アル
ヴァールに愛を捧げている。これも『群盗』のアマーリアにそっくりの存在であ
る。しかも，『悔恨』も『群盗』も５幕の劇となっている。筋の上では若干の相
速はあるが，この２つの詩劇には類似点が多いのに気づく。
また，創作の技法として，『群盗』ではダプルプロットの構成になっていて，
カールとフランツという２人の人物が，ほぼ平行して主役を演じているが，『悔
恨』でもアルヴァールとオルドニオがそれぞれ別々に登場する場がある。この両
者は２幕２場ではじめて顔を合わせる。カールとフラソツが４幕２場で出合うの
に比べればやや趣きが逆うところもあるが，２人の兄弟をそれぞれ別の場に登場
させて，その２人の人物にかかわる筋を後で合流させるという手法は，シラーか
ら学んだものだろう。
『群盗』におけるカールには５回，フランツには６回の独白の機会があるが，
英国の演劇にはほとんど馴染jiAのないこうした方法をコウルリヅジは『悔恨』に
取り入れている。ここでは１幕２場，２幕２場，３幕１場（音楽を伴う），５幕
１場（牢屋内）と，アルヴァールには４回の独白があるし，２幕２場，３幕２場
と，オールドニオには２回の機会が与えられている。
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さらに，劇中における音楽の効果がある。『群盗』におけるアマーリアの歌と，
盗賊たちの歌は，この劇の効果を盛り上げている。『悔恨』において背景に流れ
る音楽と，「さまよう悪魔たちよ，この呪文を聞け.′」（`Wanderingdemons，
hearthespelI1,)21）という合唱もまた，その場合の雰囲気を盛り上げている。そ
して，「聞け優しき魂よ／」（`Hear,SweetSpirit，)221という楽器の音に乗っ
た歌の響きもまた，この劇の杼Ｉ情的効果を高めている。ここには，『ヴァレンシ
ュタイン』の第２部でテクラが楽器を奏でながら歌う情景を連想させるような，
リリカルな響きがある。
シラーは『メッシーナの花嫁』の序文としてつけた「悲劇における合唱の効用
について」（`UberdenGebrauchdesChorsindcrTrag6die，）で，
ＳｏｗｉｅｄｅｒＣｈｏｒｉｎｄｉｅＳｐｒａｃｈｅＬｅｂｅ〃bringt，sobringterRLJheindie
Handlun岸aberdiesch6ncundhoheRuhe，diederCharaktereinesedeln
Knstwerkesseinmqua 
（合唱は，言葉に生命を与えるような行為に，落蒜きをもたらす－しかし
それは，高尚な芸術作品の特徴でなければならぬような，美しく気高い落蒜き
である）２３）
と述べている。さらに
．．、ebenderselbewUrdeohneZweifelShakespearesTrag6dieeTstihre
wahreBedeutunggeben 
（合唱を取り入れることで，シェイクスピアの悲劇は疑いなくその真価が発
揮されるだろう）２４）
と記している。コウルリヅジは，こうした合唱の効用について，すでに『群盗』
で注目していた。そして自らの詩劇の中にその手法を採用したのだった。
コウルリッジは，このように，『群盗』や『ヴァレンシュタイン』を批判しな
がらも，その手法を巧みに自己の劇作に取り入れたのである。前作『オソリオ』
は『群盗』に刺激されて醤いたものであり，改作『悔恨』は『ヴァレンシュタイ
ン』から得たものを加えて書き直したと象ることができよう。
－５０－ 
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それゆえ批評家の目にはその類似性が観察されるらしく，『悔恨』の批評をし
た『クリスチャン･オブザーバー』誌，『チャンピオン』誌などが，いずれもある
程度これに触れている。
しかしながら，コウルリヅジを剰窃家だとするのは誤りである。成程，コウル
リヅジは想像力説ではシェリソグの，シェイクスピア論ではシュレーゲルの劉窃
だと言われることもあるが，それらは，いずれも彼自身が否定していることでも
あり，それを裏付けるものもある。シラーについていえば，確かに模倣はしたけ
れど，それはシラーの良いところを吸収するためであり，それを参考にし，それ
を越えて自己の作品に独自の持味を表現しているといえる。
6．詩論について
シラーの詩を多く読むことで，詩作に新しい道を見出したコウルリッジは，同
時にまた美学論文を読んで哲学的および美学的冥想に没入することになった。ド
イツ滞在中に，シラーの新しい哲学的な詩を写したり訳したりしただけでなく，
『素朴詩人と情感詩人』や『優美と品位について』をも読んだことは，ほぼ確実
である。『備忘録』や『蓄簡集』の中でそれとおぼしき事に触れているからであ
る。
コパーソ女史の指摘によれば，シラーの詩についての考え方も学びとっている
という。つまり，1791年１月にイエナで発行された『アルゲマイネ・リテラトゥ
ール・ソアイトゥング』誌に救っている，ビュルガーの詩を批評した文に，次の
文章があるという。
－ausdersanfternL1ndfcrnelldenErinnerungmagerdichten-
(静かな遠い思い出から，彼は詩作をするのだろう）２５）
『備忘録』にはこれを裏書きするような断片的記述がある。
ｓｏｐｏｅｔｒｙ．．．、recallingofpassionintranquiUity,．．．
(そこで詩は，感情を冷静に思い出し……）２`）
という部分や，あるいはこういう個所もある。
－５１－ Ｉ 
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ＡｃｈｉｌｄｓｃｏｌｄｉｎｇａＨｏｗｅｒｉｎｔｈｅｗｏｒｄｓinwhichhehadhimselfbeen 
scolded＆whipt，ｉｓｐｏｅ”/pastpassionwithpleasure-
（子供は，自分が叱られて鞭打たれたときの言葉で，花を叱っている。詩は
歓喜を伴う過去の感情である）２７）
前記シラーの文を読んだ彼は，自らある程度これを醤き留めると同時に，グラ
スゴーにいたワーズワースにこの記事を知らせたらしい，とＬ､Ａ・ウィロービ
ーは言う。それが事実なら，シラーからコウルリッジを経て，『杼情民謡集』
(LyrimﾉＢａ'h】ぬ）のあの有名な序文の文章が生れたことになる。
シラーはまた，『メッシーナの花嫁』で，
A11eKunstistderFreudegewidmet，undesgibtkeine 
keincernsthaftereAufgabe，alsdieMenschenzubegliicken 
Kunsｔｉｓｔｎｕｒｄｉｅｓｅ，ｗｅlchedenh6chstenGenuBverschafft． 
h6hereund 
Dierechte 
（すべての芸術は歓喜のために捧げられる。人間を幸福にする以上に高尚で
真剣な使命はない。真の芸術とは，最高の楽し承を生ずるものである）２８）
と述べているが，これはまさにコウルリッジが「シェイクスピア講演」や『文学
評伝』で述べていることである。つまり，シラーによって復活された芸術につい
ての古代の伝統は，コウルリッジによって詩の｣二に適用されたのである。さらに
シラーの想像力（Einbildungskraft）と空想（Phantasie）の区別と作用はコウル
リッジに大きな影響を与えたが，これらの詳論については次の機会にゆずること
にする。
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